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中世における２人の女性、Julian of Norwich と Margery Kempe については、これまでにも多くの
比較・対照がなされてきた。彼女らは並び論じられることが多く、Margery Kempe に関する研究、例
えば Yamaguchi では Hilton、Rolle そして Julian of Norwich らの名が挙げられている（3）。他方
Julianに関する研究でも Margery Kempe らの名が（多少の異同はあるが）挙げられるのだが、こうし
た例については Baker の Introduction の記述（xix）など枚挙にいとまがない。また２人を並べて論じ
ながらも“their aims and attitudes, as expressed in their respective writings, are strikingly dissimilar”
（Bradford, 153）とするものもある。このような研究は、Julian of NorwichとMargery Kempe、同時代
人であり直接の面識もあった両者に深い関連性を認め、それぞれの著作を比較して共通点・相違点を
探るものであった。
Julian と Margery それぞれの著作に関して、特にその文体を比較して研究したものとしては、
Wilson による評価と Stone による反論を見ることができる。Wilson は、Margery の文体についてはい
わゆる修辞学的な技法が少ない点などから、単調な文体であり、Julian の文体に劣るとしている（110）。
これはペアワード（Stone の用語で言えば paired words、ここではすなわち同意語などが結び付けら
れた表現技法）を Margery の文体の単調さの直接の原因としている訳ではないとも思われるが、これ
をとらえて Stone は、Margery に頻出するペアワード表現を、Wilson が文体の単調さと結び付けてい




本稿では Wilson と Stone の研究を踏まえ、Julian、Margery それぞれにおけるペアワードと文体の
関連を探るべく、以下の４つの考察を行なう。
考察１　Julian におけるペアワード表現と他の表現技法との関係




考察４　Margery を通して見た Julian の言葉と、ペアワード表現
テキストに関して




引用文中に thorn や yogh がある場合は、７や３にて代用する。ペアワードを引用する際には関連す
る語句をイタリックにて表記し、それに続く括弧には 頁/行 を記述する。ただし電子テキストでは行
のみの記述となり、また Colledge and Walsh については当該テキストにおける記述に従う。
併せて Julian に関しては、元となった写本についてもここで簡単に整理しておく。
Julian of Norwich:
Baker（The Showings of Julian of Norwich、Paris Manuscript に基づく）
Colledge and Walsh（A Book of Showings to the Anchoress Julian of Norwich、Paris Manuscript
に基づく）
Crampton（The Shewings of Julian of Norwich、TEAMS Middle English Texts に電子テキス
トとしてアップロードされているもの、Sloane Manuscripts No. 2499 に基づく）
Glasscoe（A Revelation of Love、Sloane Manuscripts No. 2499 に基づく）
Margery Kempe:
Meech and Allen（EETS 212）
Staley（1996、TEAMS に電子テキストとしてアップロードされているもの）
考察１
既に述べたように、Margery にはペアワード表現が多く、対する Julian には少ないとする見方は、
Stone が強く批判している点の１つである。Stone は自著の第V章、Syntax: Merits and Monotony にお












Colledge and Walsh では脚注や巻末などに、本文中に現れた表現技法、特に修辞学的な文彩
（rhetorical figures）についての詳細な言及が見られる。その中で特にペアワード表現と深く関連して
いると考えられる文彩は、tautologia、conduplicatio、interpretatio の３つである。なお Colledge and Walsh
の Appendix: Rhetorical Figures Employed by Julian における修辞学的な文彩の用語解説の元となって
いる、Caplan, Harry, ed.（Cicero）ad C. Herennium de ratione dicendi（Rhetorica ad Herennium）, London, 1954 お
よび“Frances Nim’s unpublished notes”（Colledge and Walsh, 735）の２点は残念ながら未見である。
Julian:
Colledge and Walsh
His clothyng was wyde and syde and full semely, as fallyth to a lorde.（523.121－122）
wyde and syde : . . . the terms are synonymous, but the tautology is ancient and traditional.
. . . The rhetoricians called the figure tautologia.（523.121 note）
ここでは、ペアワードとも受け取られる wyde and syde が、tautologia という文彩であると説明が加えら
れている。この tautologiaについては、Colledge and Walsh の Appendix では特にその定義などは示さ
れておらず、depe depnesseなどの例示に留まっている（747）。この例示では、and などで結び付けられて
いるペアワードの形を説明することはできない。
実は、ここで tautologia の例として挙げられた wyde and sydeは、Appendix では別の文彩、conduplicatio
の例としても挙げられている。Conduplicatioの方の定義としては、以下のような記述がある。
Conduplicatio
‘Repetition of one or more words（or synonyms）for amplification’（Nims）.（738）





ると考えられる。同意語が組み合わされている点について、Shibata に見られる synonymic pairs とい
う用語にある方向性と一致しているように思われる。










And truly and verely this marvelous ioy shalle he shew vs all when we shall see hym.
And thys wille oure good lorde that we beleue and trust, ioy and lyke, comfort vs and
make solace as we may with his grace and with his helpe, in to the tyme that we see it
verely.（314.49－315.52）
ここにはいずれも中世英語に広く見られるような、比較的オーソドックスな類のペアを５つ指摘す















この考察では電子テキスト（それぞれ Crampton、Staley）を用いて Julian と Margery のペアワー
ドの分布を比較する。比較するのはいずれも序盤、両者が病の中でヴィジョンを得たことについて書








three dayes and three nights















better and longer tyme
knoweing and lovyng
so little and so short
by my reason and be my feleing
thy maker and Saviour
minde and felyng
bodily sight nor sheweing
…11ペア
nygth and day
hyr goode werkys and alle good vertues









in hir wyttys and in hir reson
mete and drynke





当該の部分の比較で言えば、Julian は中段（章で言えば Ch. 3 の序盤付近）にペアが集中しているの
に対して、Margery ではより多くのペアが、万遍なく用いられている様子が見て取れる。
なお、Julianの分布図においてペアワードの分布が少ない部分、いわば「空白部分」（具体的には






For the third, by the grace of God and teachyng of Holy Church, I conceived a mighty desire to
receive three wounds in my life; that is to sey, the wound of very contrition, the wound of
kinde compassion, and the wound of willfull longing to God.（66－69）
Colledge and Walsh によると、この表現は“. . . enables Julian to stress that these petitions fully





る。ここは、図式化に利用した Crampton や Glasscoe といった Sloane Manuscripts No.2499 に基づく
テキストと、Paris Manuscript に基づく Baker などで、ペアワードの現われ方が異なる箇所である。
(1) Crampton
All that was beside the Cross was uggely to me as if it had be mekil occupyed with the
fends.（98－99）
Baker
All that was beseid the crosse was oglye and ferfull to me as it had ben much occupied with
fiendes.（7/11－13）
(2) Crampton
Than came suddenly to my minde that I should desyre the second wounde of our Lords
gracious gift, that my body might be fullfilled . . .（107－8）
Baker
Then cam sodenly to my mynd that I should desyer the second wound of our Lordes gifte
and of his grace that my bodie might be fulfilled . . .（7/24－26）
これには逆のケースもあり、上のリストにある thy maker and Saviour については、Crampton などに













dere worthy death and worshipfull woundes（11/3）
suer and safe（30/31）
in wele and in woe（31/18－19）
Wilson では、このように頭韻を踏むような語句の組み合わせの用例が、Julian におけるペアワード




の Appendix B および C では Margery と Julian のアリタレーションの例全般についてまとめられる
など、特に詳細に論じられている。
２）脚韻的なペアワード












. . . by the teachyng and the prechyng of holy church . . .（18/16－17）
. . . holy church prechyth the and techeyth thee.（39/10－11）











このペアを分析するにあたっては、まず Revelation XIV, Ch. 48 の内容について確認しておきたい。









Julian（Rev. III, Ch. 11）:
Baker





ここでは Rev. I, Ch. 4 の例のみを挙げるが、こちらもペアワードとしての用例は多い。
Baker
The Trinitie is our endlesse joy and our bleisse by our Lord Jesu Christ and in our Lord
Jesu Christ. （8/13－14）
他にも Rev. X, Ch. 24 と Rev. XV, Ch. 64 それぞれで２箇所ずつ見られるなど、頻出する組み合わせ
である。また、上記 8/13 の例のように形容詞などと結び付いているもの、あるいは Rev. XI, Ch. 25 で
は順序が逆で用いられた“blysse and joy”（38/6）もある。
この joy and bliss というペアについても、Julian が論じている内容と深く関わるような語句について
はペアワードが多いという相関関係を見ることができる。
例えば Ch. 23 においては“a joy, a blysse, and endlesse lykyng”（35/26）など３つ組みになっているような
例と、他にも２箇所（35/32, 36/1）に joy and bliss が見られる。Ch. 23 は joy と bliss 、さらには











of body er of catel
bodily & gostly （ともに p. 214 より）
いくつかの研究においては、同意語でない組み合わせのペアは「対象外」となることもあり得るか
もしれない。ペアワード考察の対象を、同意語のみの繋がりを越えて広く取るかどうか。このような
考察範囲の違いは、おそらく Wilson と Stone の間にもあったと推測され、ペアワードに関する両者の
相違を生んだ一因となったと考えている。





for his holie flesh and for his precious bloud（11/2）
soule and body（11/34）
bodely ne gostely（25/35）
oon bodely and a nother gostly（27/28－29）
また、以下のような組み合わせの語からなる例も用いられている。
The fyrmantente and erth（30/6－7）
















この考察４では、Margery の記述による Julian の「言葉」に考察を加えたい。The Book of Margery
Kempeには、彼女が Julian と会って談話を交わしたことについて語られた部分がある。２人の談話の中
で Julian が Margery に伝えた信仰への励ましの言葉、その中ではどのような表現が用いられているの
か。もちろんそれは間接的な記述であって、Julian が実際に用いた言葉にどれほど忠実であるかは正確
には確かめようがない。しかし逆に Margery の側から見て、Julian の言葉をどのように「解釈」して
いたのかに関連して、２人の言葉、特にペアワード表現における特徴の違いが浮かび上がってくると
考える。
当該の章 Ch. 18 の中でも２人の談話に割かれた箇所はその一部で、Meech and Allen では p. 42, l. 7




そらく p. 42, l. 24 から p. 43, l. 18 とすることができる。
当該箇所におけるペアワードとしては、以下のようなものを抽出することができる。ここでは用例
はMeech and Allen に基づいて引用する。
Meech and Allen
stabyl & stedfast（42/29）
7e rygth feyth & 7e rygth beleue（42/29）
vnstabyl & vnstedfast（42/30）




despyte, schame, & repref（43/15）





まず contrisyon, deuosyon, er compassyon について。この例のように３つの語が結び付けられるものに関し
ても、多くの場合ペアワードと同じように扱うことはできる。しかし、この表現に関しては別の理由
で「Julian のペアワード」とは言い難いところがある。それは、これらを含む複数の語が、Julian の発
言に入る直前（p.42, l.10－11にかけて）、いわば地の文において、“. . . compunccyon, contricyon,
swetnesse & duocyon, compassyon . . . ”と既にMargery によってペアのように使用されているからである。
また、２箇所ある mornynggys & wepyngys は、その表す意味内容から見て明らかに「Margery のペアワー
ド」である。なお Julian の発言箇所のわずかに直前のためリストには載せていないが、spechys &
dalyawns（p.42, l.13）というペアも Koskenniemi（1975）にて Margery 独特のものとされている（216）。
さらに askyn & preyn（２箇所ある mornynggys & wepyngys の間）辺りは、Julian が“Seynt Powyl”、
“Ierom”そして“Holy Wryt”を引用して語っているところである。




なお Julian の発言部分と比較して、例えば Ch. 18 だけを見ても、この談話を除く部分で Margery
は数多くの、多岐に渡るペアワードを用いている。それを示したのが以下のリストである。
（談話の前） chargyd & comawndyd（41/1）, mercy & gremercy（41/12）, help & comfort（41/17）, myschevys & dysesys
（41/19－20）, lowly & mekely（41/24）, fals feynyng & falshede（41/30）
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（談話の後） mech enmyte & mech dysese（43/33－34）, tryfelys & japys（44/22）, bryte & cler（44/32）, 3owr
norych& 3owr comfort（45/1）, hir lofe & hir affeccyon（45/15）
以上のようなリストがすぐに出来上がるほど、Margery のテキストを見渡せば多種多様なペアワー







ここまで Julian と Margery のペアワード表現について４つの面で考察してきたが、それらを経て得
た結論は、一部 Stone のそれとは異なるものも含まれることになりそうである。
１）ペアワード的な表現は、Margery だけでなく Julian にも多く見られる。










これらを踏まえてなお Julian と Margery の文体について言えることがあるとするならば、Julian がペ
アワードを使う方法論は、Richard Rolle との比較の際 Wilson が述べた“Lady Julian keeps the
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